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市
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吉
見
小
学
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校
長  

松
葉 

友
子 

  

一 

本
校
の
沿
革 

 

明
治
六
年
八
月
十
五
日
に
、
現
在
の
胄
山
に
根
岸
武
香

氏
が
中
心
と
な
り
、「
胄
山
学
校
」
と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。

明
治
二
十
六
年
に「
吉
見
尋
常
小
学
校
」
に
改
称
し
、
大
正

十
一
年
に
は
現
在
の
場
所
箕
輪
に
移
転
し
ま
し
た
。
昭
和

十
六
年
「
吉
見
国
民
学
校
」
に
、
昭
和
二
十
二
年
学
制
改
革

に
よ
り「
吉
見
村
立
吉
見
小
学
校
」
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和

三
十
年
に
は
市
田
村
と
合
併
し
大
里
村
に
な
り
、
同
年
二

月
十
日
に
校
舎
落
成
移
転
祝
賀
式
を
盛
大
に
挙
行
し
、
以

降
そ
の
日
を
開
校
記
念
日
と
し
ま
し
た
。
平
成
十
四
年
町

制
施
行
、
平
成
十
七
年
市
町
合
併
に
よ
り
「
熊
谷
市
立
吉

見
小
学
校
」
と
改
称
し
ま
し
た
。
令
和
四
年
度
に
は
開
校
百

五
十
周
年
を
迎
え
、
児
童
会
主
催
の
祝
う
会
を
開
催
し
ま

し
た
。 

二 

校
章
・校
歌
制
定
に
係
る
エ
ピ
ソ
ー
ド 

 

１ 

校
章 

 
 

① 

制
定
年 

校
旗
制
定
が
昭
和
四
十
二
年
九
月
一 

 
 

日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
時
期
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま

す
。 

 
 

② 

中
央
の「
小
」
の
字
が
三
つ
の「
吉
」
で
囲
ま
れ
、「
よ

し
み
」を
表
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

２ 

校
歌 

    

① 

制
定
年 

昭
和
四
十
四
年
九
月
一
日 

 
 

② 

「
学
校
行
事
の
時
に
み
ん
な
で
歌
え
る
よ
う
に 

 
 

校
歌
が
欲
し
い
」
と
い
う
子
ど
も
た
ち
の
願
い
か
ら
、
当
時

の
新
井
政
雄
校
長
先
生
の
も
と
、
校
歌
が
制
作
さ
れ
た
と

の
こ
と
で
す
。
同
年
十
一
月
十
五
日
に
は
、
初
代
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歌

の
お
姉
さ
ん
真
理
ヨ
シ
子
氏
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
川
崎
祥
悦
氏
を

招
い
て
、
盛
大
に
校
歌
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の 

 
 

時
の
嬉
し
さ
を
、
今
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
と
の
卒
業
生
の

言
葉
で
す
。
発
表
会
の
音
声
記
録
は
、
現
在
も
学
校
に
大

切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 



 
熊
谷
市
立
吉
見
小
学
校 

校
歌 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

川
添 

一
郎  

作
詞 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

田
中 

利
光  

作
曲 

一
、
仰
げ
ば 

秩
父
の
峰
た
か
く 

 
    

け
む
る
緑
の 

む
さ
し
野
の 

 
    

ま
な
び
の
庭
に 

花
揺
れ
て 

 
    

清
ら
に
た
て
る 

校
舎
こ
そ 

 
    

栄
え
あ
る 

歴
史 

 
    

わ
れ
ら 

 

吉
見
小
学
校 

  

二
、
豊
か
に 

流
れ
る
荒
川
の 

 
    

岸
辺
に
も
ゆ
る 

若
草
よ 

 
    

強
く 

正
し
く 

灯
を
か
か
げ 

 
    

明
る
く 

友
と
手
を
と
り
て 

 
    

励
ま
ん 

学
び
に 

 
    

わ
れ
ら 

 

吉
見
小
学
校 

  

三
、
き
び
し
き
冬
の 

風
に
耐
え 

 
    

は
て
な
き
道
の 

遠
く
と
も 

 
    

絶
ゆ
ま
ぬ
歩
み 

踏
み
し
め
て 

 
    

輝
く
希
望 

こ
の
窓
に 

 
 

 

 
    

育
て
ん 

未
来 

 
    

わ
れ
ら 

 

吉
見
小
学
校 

吉見小キャラクター 

 よし☆ぴょん 


